
第四次国有林野施業実施計画書

第 四 次 変 更 計 画

（嶺北仁淀森林計画区）

自 平成26年４月１日
計画期間

至 平成31年３月31日

[ 変更年月 平成30年３月 ]

四 国 森 林 管 理 局



第四次国有林野施業実施計画（嶺北仁淀森林計画区）の変更について

【変更理由】

以下の理由により、国有林野管理経営規程(平成11年１月21日付け農林水産省訓令第
２号)第14条第２項に基づき変更する。
① 保護林制度改正に伴う施業群別面積等及び保護林の種類等の変更、緑の回廊の区域
の追加並びに「多様な活動の森」の新規設定
② 密度調整が必要な林分の見直しによる間伐の追加

【変更する項目】

２ 施業群の名称及び区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方
法及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量
（２）水源涵養タイプにおける施業群別面積等
（３）水源涵養タイプにおける施業群別の上限伐採面積
（４）伐採総量

５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域
（１）保護林の名称及び区域
（２）緑の回廊の名称及び区域

６ レクリエーションの森の名称及び区域

８ その他必要な事項
（２）フィールドの提供等
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２ 施業群の名称及び区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採
方法及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

（２）水源涵養タイプにおける施業群別面積等

（単位：ha）

施 業 群 林地面積 取扱いの内容 伐期齢

ス ギ 分 散 伐 区 773 育成単層林施業 概ね５ha以下 45年

ヒ ノ キ 分 散 伐 区 981 〃 〃 50年
施

ス ギ 長 伐 期 2,013 〃 〃 90年

ヒ ノ キ 長 伐 期 8,649 〃 〃 100年
業

複 層 林 981 育成複層林施業 概ね20ha以下 80年

スギ長伐期複層林 170 〃 〃 130年
群

ヒノキ長伐期複層林 575 〃 〃 100年

択 伐 5,383 天然生林施業 定めない

ぼ う 芽 分 散 伐 区 192 育成単層林施業 概ね５ha以下 15年

施業群設定外 355

合 計 20,073

注１：施業群設定外は試験地等である。
注２：単位未満四捨五入により､計と内訳が一致しない場合がある。

（３）水源涵養タイプの施業群別の上限伐採面積

（単位：ha）

施 業 群 上限伐採面積

スギ分散伐区 86

ヒノキ分散伐区 98

スギ長伐期 112

ヒノキ長伐期 432

複 層 林 123

スギ長伐期複層林 13

ヒノキ長伐期複層林 58

択 伐 定めない

ぼう芽分散伐区 64
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（４）伐採総量

林 地 林地
区 分 合計

主伐 間伐 小計 臨時伐採量 計 以外

山地災害防止タイプ 178 1,751 1,929
(12)

自然維持タイプ － － －

森林空間利用タイプ － 225 225
(1)

快適環境形成タイプ － － －

スギ分散伐区 96,928 3,244 100,172
(24)

ヒノキ分散伐区 52,140 8,886 61,026
(109)

スギ長伐期 － 76,955 76,955
水 (621)

源 ヒノキ長伐期 － 183,134 183,134
(1,710)

涵
複層林 17,430 11,671 29,101

養 (129)

スギ長伐期 1,706 6,799 8,505
タ 複層林施業 (56)

イ ヒノキ長伐期 724 15,582 16,306
複層林施業 (130)

プ
択 伐 2,045 － 2,045

ぼう芽分散 8,416 － 8,416
伐区施業

設 定 外 － 224 224
(2)

計 179,389 306,495 485,884

(2,780)

合 計 179,567 308,471 488,038 23,000 511,038 － 511,038

(2,793)

年 平 均 43,017 62,194 105,211 4,600 109,811 － 109,811

(561)

注：（ ）は、間伐面積である。
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（再掲）市町村別内訳

（単位：㎥）

林 地 林地
市町村名 合計

主伐 間伐 小計 臨時伐採量 計 以外

本山町 19,104 47,075 66,179

大豊町 34,153 51,483 85,636

土佐町 46,265 15,839 62,104

大川村 0 31,477 31,477

いの町 66,941 118,410 185,351

仁淀川町 13,104 44,187 57,291

計 179,567 308,471 488,038

注： 臨時伐採量及び林地以外の土地に係る伐採量は含まない。



- 4 -

５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域

（１）保護林の名称及び区域

種類 名称 新･既 面 積 位置(林小班) 特 徴 等
(ha)

森林生態系 石鎚山系 既 保存地区 263 ほ､イ 約1,300mの標高
いし づち さん けい

保 護 地 域 80.27 264 お､ハ1､ハ2 差があり、温暖
帯から亜寒帯ま

保全利用 259 よ､イ､ロ での林相の垂直
地区 261 ほ､イ 分布を見ること
344.92 262 は､に､イ､ロ ができる。シコ

263 は､に､ち クシラベ、ダケ
264 か､よ､の､ カンバ、ブナ、
く､さ ミズナラ、コハ
270 る､イ ウチワカエデ、
274 と､イ モミ、ツガ、ウ
290 れ､そ､へ､ト ラジロガシ等の

多様な樹種とと
計 425.19 もに、希少な動

植物種が生育・
生息している。

希少個体群 白髪山天 既 208.54 22 は～と 蛇紋岩からなる
しら が やま

保護林 然ヒノキ 24 に～と 特殊な地質の上
( 希 少 個 39 は に成立している
体群) 40 は 天然ヒノキの個

43 ち 体群を保護する。

注１：森林生態系保護地域は、我が国の気候帯又は森林帯を代表する原生的な天然林を主体
とする「保存地区」と、保存地区に外部からの影響が直接及ばないように緩衝の役割を
果たす「保全利用地区」に区分している。

注２：郷土の森「土佐のてっぺん」及び「高知県・本山町 竜王山」は廃止する。
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（２）緑の回廊の名称及び区域

名 新設 延長 面積 位 置 （林 小 班） 特 徴 等

称 既設 (km) (ha)

既 49 5,510.31 ３ 全 四国の脊梁

４ よ2､そ､ら に位置する

５ い､ぬ､る､わ､よ､た､れ 石鎚山系森

６ 全 林生態系保

８ い､ろ､に､ほ､へ 護地域から

[9･10･12･14･15] 全 白髪山林木

16 い､へ､と､ち､り､た､れ 遺伝資源保

四 [17･18] 全 存林等を連

19 ほ､と､わ､か､よ､た 結すること

国 20 ろ､へ､と により、森

22 ろ 林の連続性

山 24 い､ろ､は､ち､り､ぬ､る､わ を確保し、

[27･28･30] 全 森林生態系

地 32 い1～い3､い11､ろ､は､に､ほ､へ､と､ち の一層の保

34 い､ろ､は､に 護・保全を

緑 35る1 図り、野生

36 は､ほ､と 動植物の相

の 37 い､ろ､は､ほ､へ､と 互交流に資

38 い､ろ､は､に､ほ､へ､へ1 するなど生

回 43 る 物多様性確

[45･46] 全 保の観点か

廊 48 に ら、より広

49 全 範で効率的

・ 50 わ､か､れ な森林生態

109 全 系の保護・

石 110 い､ろ､ろ1､は､に､ほ､へ､と､ち､り､ぬ 保全を目的

る､わ､か､よ､た､れ1～れ3､そ､そ1､そ2､ として設

鎚 つ､ね､な､ら 定。

111 い1､い3､ろ､に､ほ､へ1～へ5､と､ち､り

山 ぬ､わ､か1､か2､よ､た､れ､そ､つ1､つ2

112 い､ろ､ほ

地 [205･206･207･208･209･210･211]全

212 に､ほ､イ1､イ2､ロ

区 213 ろ､は､に､へ､イ1､イ2､ロ

214 へ､る､わ､か､イ､ロ1､ロ2

248 と､り､ぬ､か､イ､ロ1～ロ3

249 へ､と､イ､ロ

250 ろ､は1～5､に､ほ､へ､と､ち､り､イ､ロ

[251･252･253] 全

254 に､ほ､へ､と､ち､イ1､イ2､ロ1､ロ2､ハ

259 け

260 と

264 や､ゆ､イ､ロ
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名 新設 延長 面積 位 置 （林 小 班） 特 徴 等

称 既設 (km) (ha)

既 1 184.60 66 い､い1､ろ､は､は1､に1､に2､ほ､へ1～へ3 四国の脊梁

と､ち に位置する

四 68 全 剣山を中心

にして、東

国 西及び南方

面へのびる

山 国有林野に

おいて、千

地 本山林木遺

伝資源保存

緑 林等の保護

林を連結す

の ることによ

り、森林の

回 連続性を確

保し、森林

廊 生態系の一

層の保護・

・ 保全を図

り、野生動

剣 植物の相互

交流に資す

山 るなど生物

多様性確保

地 の観点か

ら、より広

区 範で効果的

な森林生態

系の保護・

保全を目的

として設

定。
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８ その他必要な事項

（２）フィールドの提供等

対象地 設定の目的 備 考
（林小班）

32ろ､34に 多様な活動の森 実施主体：本山町
35る1､36ほ､ 「高知県・本山町 協定面積：75.08ha
37は､38へ1 竜王山郷土の森」

80は 遊々の森 実施主体：土佐町及び土佐町教育委員会
「いなむら体験の森」 協定面積：17.62ha


